
〔2015 年度 入学生用〕 

小学校教員免許状の取得方法について 
 

   小学校教員免許状は次のような方法で取得することが可能となっています。 

                      

  １ 小学校教諭一種取得プログラム 

 本学では、平成 18 年度から、神戸親和女子大学通信教育部との提携により、在学中に小学校教

諭一種免許状を取得するためのプログラムを実施しています。本プログラムの概要は次ページのと

おりです。 

  

２ 教員資格認定試験 

   昭和48年7月の教育職員免許法等の一部を改正する法律（昭和48年法律第57号）の制定施行によ

り、教育界に広く人材を求め、教員の確保を図るため、新しい教員資格認定制度が創設され、大学  

等における通常の教員養成のコースを歩んできたか否かを問わず、文部科学省が実施する教員資格

認定試験（二種免許状）によって、教員として必要な資質、能力を有すると認められた者には、教

諭の資格が与えられる道が開かれております。 

   現在、この認定試験には、幼稚園教員資格認定試験、小学校教員資格認定試験、特別支援学校教

員資格認定試験の３種があります。詳細は文部科学省のホームページを参照してください。 
   
    ☆ 教員資格認定試験にある「指導の実践に関する事項に係る試験」の免除手続について 
 

すでに、教育実習を終え、直前・事後指導の受講が終了した場合は、教員資格認定試験にある「指

導の実践に関する事項に係る試験」について、試験の免除を受けることができます。実施案内にあ

るとおり「大学において教育実習、養護実習又は栄養教育実習を合計 2単位以上修得した者（指導

の実践に関する事項に係る試験が行われる日の14日前までに単位修得証明書を提出した者に限る。）」

に該当するものとして、次のとおり単位修得証明書の発行申請を行ってください。 
 

① 教員資格認定試験に出願する際に、実施大学の定めにより、教育実習の単位を修得できる見

込であることを申し出る。その際、出願する前に実施大学に確認のうえ、「試験科目等の一部

免除申請書類」として証明書が必要な場合は教務センターに申し出て、証明書の交付を受ける。 

    ※この手続を怠った場合、事後に単位修得証明書を提出しても試験の免除を受けられません。 

 

② 教員資格認定試験〔第２次試験〕の合格通知を受けたら、至急、教務センターに「教育実習

（二）」の単位修得証明書の発行を申請する。 

なお、単位修得証明書の発行には数日を要するので、証明書提出期日に間に合うように申請

すること。 
 
   上記の説明は、「平成 26 年度小学校教員資格認定試験」を基に掲載していますので、特別支援

学校教員・幼稚園教員の各教員資格認定試験の出願に際しては、上記の取り扱いと異なる場合があ

ります。詳細は文部科学省のホームページおよび実施大学への問い合わせにて確認のうえ、事前に

教務センターへ申し出てください。 

 
  ３ その他 

   卒業後に小学校教員養成課程をもつ大学へ３年次編入する、または、小学校教員養成課程をもつ

大学通信教育部に編入学する等の方法で、免許状を取得することができます。 

 

 

 



〔2015 年度 入学生用〕 

 

小学校教諭一種免許状取得プログラムについて 
 

 

関西大学では、兵庫県神戸市北区にある神戸親和女子大学通信教育部指導教育学科初等教育学コー

ス（以下、神戸親和女子大学）との提携プログラムを実施しています。 

これは、文学部初等教育学専修以外の学生が、本学在学中に、小学校教諭一種免許状を取得するの

に必要な科目を神戸親和女子大学の科目等履修生として単位修得し、小学校教諭一種免許状が取得で

きるプログラムです。 

本プログラムのメリットは、①一般の科目等履修生では履修できない小学校教育実習に係る科目の

履修が可能となること、②小学校教諭一種免許状の取得に必要な５９単位のうち、本学で修得する中

学校・高等学校教諭一種免許状取得に係る教職科目の単位が１５単位充当できること、③神戸親和女

子大学の三宮サテライトキャンパスを活用し、スクーリングや科目修了試験等で種々の配慮がなされ

ていること、④他大学が実施する同様のプログラムに比べて学生諸君の経費負担が３分の２程度(約

46 万円、テキスト代別)で設定されていること、⑤通信教育課程のため、計画的な履修計画がたてら

れること等があげられます。 

ただし、本プログラムは、中学校または高等学校教員免許状取得を前提としたものであり、小学

校教員免許状のみの取得はできません。 

 

 

 

■神戸親和女子大学との提携による「小学校教諭一種免許状取得プログラム」概要 

 

 

出願資格 

(1)  学部学生 

ア 新２年次生で小学校教諭を強く志望する者 

イ 本学で課程認定を受けている教職課程を新法で履修している者（中学校一種免許状の課程を

履修していることが望ましい） 

(2)  大学院生 

  博士課程前期課程１年次生で、小学校教諭を強く志望し、すでに新法において中学校一種または

高等学校一種の免許状を取得した者 

 

注意事項 

学部１年次生においては、教職課程の１年次配当科目「教職概説」「教育原理」「日本国憲法」(法

学部生は「憲法１」)、「健康・スポーツ科学実習ａ・ｂ・ｃ（各種目）」、「基礎からの情報処理」

等を履修しておいてください。 

 

また、上記のとおり本プログラムの受講には、本学の学費以外に別途経費(約 46 万円、テキスト

代別)が必要です。 

     

  ※ 本プログラムの内容は、毎年見直しが行なわれますので、プログラム実施年度の要項において必

ず概要の確認をするようにしてください。 


